
第１次国土強靱化実施中期計画 （Ｒ７．６．６閣議決定）

下水道水道

特別重点調査に基づく大口径管路の更新の完了

損傷リスクが高く、事故発生時に社会的影響が大きい
大口径下水道管路（「下水道管路の全国特別重点調
査」の対象※：約5,000km）の健全性の確保率
※口径2m以上かつ30年以上経過した下水道管路

0％【R６】→ 100％【R12】

大口径管路の更新の加速

漏水リスクが高く、事故発生時に社会的影響が大きい
大口径水道管路（口径800mm以上の管路）の更新
（約600km）の完了率

8％【R６】→ 32％【R12】→ 100％【R23】

更新

リダンダンシー確保が必要な全自治体で取組開始

修繕・改築や災害・事故時の迅速な復旧が容易では
ない大口径下水道管路（口径2m以上の管路）を有す
る地方公共団体（約60団体）のうち、リダンダンシー確
保に関する計画を策定し、取組を進めている団体の
割合

7％【R６】→ 100％【R９】

リダンダンシー確保の加速

修繕・改築や災害・事故時の安定給水の観点から計
画的にリダンダンシー確保が必要な大口径水道管路
（口径800mm以上の導・送水管）に対する複線化・連
絡管整備（約300km）の完了率

33％【R６】→ 76％【R12】→ 100％【R15】

リダンダンシー

メンテナンスDX技術の全国での標準装備完了
下水道事業を実施している地方公共団体（全国約
1,500団体）のうち、メンテナンスに関する上下水道
DX技術（ドローンによる下水道管路内調査手法等）を
導入している団体の割合

21％【R６】→ 100％【R９】

メンテナンスDX技術の全国での標準装備完了
水道事業者（全国約1,400事業者）のうち、メンテナン
スに関する上下水道DX技術（人工衛星やAIを活用し
た漏水検知手法等）を導入している事業者の割合

34％【R６】→ 100％【R９】

DX

本年４月に公表された同計画の素案において、「上下水道施設の戦略的維持管理・更新」
に係る施策については、「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討
委員会」等の議論を踏まえ検討、とされていたところ

第２次提言を踏まえ
位置づけられた施策
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